
織
田
・
毛
利
戦
争
と
淡
路

中

平

景

介

は
じ
め
に

淡
路
は
大
坂
湾
・
播
磨
灘
・
紀
伊
水
道
の
結
節
点
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
運
の
発
達
に
と
ど
ま
ら
ず
軍
事
行
動
の
渡
海
拠
点
と
も

な
っ
た
。
特
に
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら
十
年
ま
で
の
織
田
・
毛
利
戦
争
に
お
い
て
は
、
大
坂
湾
の
海
上
軍
事
に
お
け
る
淡
路
の
重
要

性
、
と
り
わ
け
岩
屋
（
淡
路
市
）
が
毛
利
氏
と
雑
賀
衆
と
の
連
携
や
織
田
氏
に
よ
る
東
瀬
戸
内
海
の
制
海
権
掌
握
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る(1
)。

ま
た
、
天
正
九
年
の
織
田
勢
に
よ
る
淡
路
制
圧
に
つ
い
て
も
関
係
史
料
の
年
次
が
整
理
さ
れ
た(2
)。

こ
の
よ
う
に
当
該
期

の
東
瀬
戸
内
の
軍
事
情
勢
を
把
握
す
る
上
で
淡
路
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
の
研
究
の
中
心
は
織
田
・
毛
利
戦
争
初
期
と
終
期
で
あ
り
、

戦
争
全
体
に
お
け
る
淡
路
を
焦
点
と
し
た
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。『
毛
利
輝
元
卿
伝(3
)』

が
織
田
・
毛
利
戦
争
を
詳
述
す
る
中
で
淡
路
に
多

く
言
及
し
、『
兵
庫
県
史(4
)』

に
も
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
が
、
織
田
・
毛
利
戦
争
の
各
地
域
の
研
究
が
進
み(5
)、

関
係
史
料
の
年
代
比
定
に
見

直
し
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
史
料
集
の
刊
行(6
)に

よ
り
史
料
的
環
境
が
整
い
、
当
該
期
の
淡
路
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
。
以
上
の

研
究
動
向
か
ら
本
稿
は
、
織
田
・
毛
利
戦
争
に
お
け
る
岩
屋
も
含
め
た
淡
路
の
位
置
付
け
を
、
岩
屋
の
菅
重
勝
や
洲
本
（
洲
本
市
）
の
安
宅
神

五
郎
ら
国
衆
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。
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一

織
田
・
毛
利
戦
争
の
展
開
と
淡
路

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
五
月
、
毛
利
氏
は
織
田
氏
と
の
開
戦
に
あ
た
っ
て
、
警
固
衆
派
遣
を

決
定
す
る(7
)。

毛
利
方
警
固
衆
の
大
坂
兵
糧
入
れ
の
風
聞
を
得
た
織
田
信
長
は
洲
本
の
安
宅
神
五
郎

に
、
関
船
に
よ
る
迎
撃
を
求
め
て
い
る
（「
萩
原
文
書
」『
戦
瀬
』
四
五
〇
）。
安
宅
神
五
郎
は
、

阿
波
三
好
氏
三
好
長
治
の
弟
で
、
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
七
三
）
に
織
田
方
の
安
宅
神
太
郎
に

対
抗
す
べ
く
送
り
込
ま
れ
て
い
た
が(8
)、

天
正
三
年
十
月
に
本
願
寺
と
信
長
と
の
和
睦
と
期
を
同
じ

く
し
て
信
長
と
和
睦
し
て
お
り
（「
萩
原
文
書
」『
戦
三
』
一
七
四
〇
）、
阿
波
三
好
氏
か
ら
離
脱

し
て
い
た
。
六
月
中
旬
に
は
「
下
警
固
百
艘
計
」
が
岩
屋
に
着
陣
し
た
よ
う
で
（「
佐
藤
行
信
氏

所
蔵
文
書
」『
戦
瀬
』
四
五
一
）、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
岩
屋
が
毛
利
方
の
拠
点
と
し

て
確
保
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
屋
の
菅
重
勝
は
淡
路
北
部
の
大
坂
湾
沿
岸
を
支
配
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る(9
)。

こ
の
時
期
毛
利
氏
は
、
甲
斐
武
田
氏
に
「
浦
辺
も
今
度
警
固
船
差
上
付
而
、

為
始
淡
路
属
一
味
」
と
伝
え
て
い
る
が
（「
古
今
消
息
集(10
)」）、

安
宅
神
五
郎
へ
の
調
略
は
成
功
し

て
お
ら
ず
（「
釈
文
書
」『
戦
瀬
』
四
五
二(11
)）、

毛
利
方
警
固
衆
は
「
早
ち
り
〳
〵
に
成
候
由
」
と

信
長
に
認
識
さ
れ
て
い
る
（「
細
川
家
文
書
」『
戦
瀬
』
四
五
四
）。

織
田
氏
の
対
応
に
つ
い
て
小
川
雄
氏
は
、
淡
路
を
前
線
と
し
て
安
宅
氏
や
和
泉
国
人
を
用
い
た

大
坂
周
辺
の
海
上
防
衛
網
を
構
築
し
た
結
果
、
毛
利
氏
は
十
分
な
戦
力
を
岩
屋
に
結
集
で
き
ず
、

短
期
間
な
が
ら
毛
利
方
の
行
動
が
遅
滞
し
た
と
評
価
し
て
い
る(12
)。

安
宅
神
五
郎
与
同
に
よ
る
大
坂

湾
制
海
権
掌
握
は
失
敗
し
た
が
、
既
に
勢
力
圏
の
警
固
衆
を
総
動
員
し
た
大
規
模
な
海
上
軍
事
行

動
が
実
施
に
移
さ
れ
て
お
り(13
)、

岩
屋
は
毛
利
氏
と
本
願
寺
と
の
連
携
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
く

（「
顕
如
上
人
文
案
」『
戦
瀬
』
四
五
五
・
四
五
六
）。
七
月
中
旬
に
岩
屋
を
出
船
し
た
毛
利
方
警
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固
衆
は
、
雑
賀
衆
と
合
流
し
た
後
、
摂
津
木
津
浦
で
織
田
方
警
固
「
三
百
余
艘
」
を
壊
滅
さ
せ
た
（「
毛
利
家
文
書
」『
戦
瀬
』
四
六
〇
、『
信

長
記(14
)』

九
）。

そ
の
後
毛
利
氏
は
、
十
月
に
大
坂
へ
の
兵
粮
再
搬
入
に
つ
い
て
、
少
数
の
警
固
で
も
「
淡
路
儀
此
方
無
等
閑
」
こ
と
か
ら
、
兵
粮
搬
入
は
容

易
と
認
識
し
て
い
る
（「
小
笠
原
文
書
」『
鳥
取(15
)』

一
一
〇
六
）。
こ
の
段
階
で
の
安
宅
神
五
郎
ら
の
去
就
は
定
か
で
な
い
が
、
木
津
浦
海
戦
に

よ
っ
て
織
田
方
の
海
上
軍
事
力
が
無
力
化
し
た
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
敵
対
姿
勢
は
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
願
寺
や
義
昭

側
は
岩
屋
へ
の
信
長
方
の
調
略
を
警
戒
し
て
毛
利
方
に
早
期
の
番
衆
派
遣
を
求
め
て
お
り
（『
吉
川
家
文
書
之
一
』
八
四
、
四
九
六
）、
宇
喜
多

直
家
も
「
淡
路
辺
相
抱
候
内
」
の
軍
事
行
動
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
毛
利
氏
は
、
岩
屋
あ
る
い
は
淡
路
の
安
定
的
な
確
保
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
、
翌
天
正
五
年
の
「
海
陸
行
」
に
お
い
て
大
規
模
な
警
固
衆
の
派
遣
を
計
画
す
る
。

〔
史
料
１
〕
記
録
御
用
所
本
「
古
文
書
集
」『
兵
九
』
四
二
四
頁

熊
申
入
候
、
内
々
被
対
公
儀
、
別
而
被
遂
御
馳
走
候
、
尤
肝
要
候
、
当
春
海
陸
可
被
及
御
行
之
条
、
神
五
郎
殿

(安
宅
)

可
披
抽
御
忠
儀
事
、
専

一
候
、
諸
警
固
可
指
上
之
間
、
旁
以
弥
御
入
魂
可
為
本
望
候
、
就
其
、
輝
元
被

(輝
元
)

用
一
札
候
、
毎
事
菅
加
賀
入
道
殿

(重
勝
)

任
伝
達
候
、
仍
太
刀

一
腰
金
覆
輪
・
馬
一
疋
進
之
候
、
寔
表
祝
儀
計
候
、
猶
期
来
喜
候
、
恐
々
謹
言

正
月
十
日

(天
正
五
年
)

隆
景
判

(小
早
川
)

舟
越
左
衛
門
大
夫

(景
直
)

殿御
宿
所

淡
路
倭
文
庄
田
（
南
あ
わ
じ
市
）
の
船
越
景
直(16
)が

内
々
に
公
儀
へ
の
馳
走
を
申
し
出
た
こ
と
に
対
し
て
、
小
早
川
隆
景
は
海
陸
行
に
お
け
る

安
宅
神
五
郎
の
忠
義
を
求
め
て
い
る
。
前
年
か
ら
与
同
し
て
い
た
菅
重
勝
は
淡
路
に
お
け
る
毛
利
方
取
次
と
な
っ
て
い
た
。
景
直
の
申
し
出
は

安
宅
神
五
郎
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
頃
に
神
五
郎
は
、
前
年
の
三
好
長
治
自
害
に
関
す
る
阿
波
・
淡
路
情
勢
を
本
願
寺
に
伝

え
て
お
り
（「
顕
如
上
人
文
案
」『
和
歌
山
市
史
』
二
九
九
）、
遅
く
と
も
こ
の
年
始
め
に
は
毛
利
・
本
願
寺
方
へ
与
同
し
、
淡
路
の
大
部
分
が
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毛
利
方
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岩
屋
へ
の
警
固
は
二
月
に
先
遣
さ
れ
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
大
多
和
惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
四
八
七
）、
三
月
に
は
岩
屋
渡
海
の
た
め
諸
警
固
衆
の
備

後
三
原
（
三
原
市
）
集
結
が
決
定
さ
れ
た
（「
萩
藩
譜
録
」
礒
兼
求
馬
『
戦
瀬
』
四
九
五
）。
ま
た
、
本
願
寺
側
も
紀
州
門
徒
衆
に
「
岩
屋
番

手
」
の
派
遣
を
求
め
て
い
る
（「
顕
如
上
人
文
案
」『
和
歌
山
』
三
三
八
）。
四
月
、
小
早
川
隆
景
は
播
磨
英
賀
衆
と
の
軍
事
行
動
の
た
め
「
岩

屋
表
罷
居
候
警
固
」
を
英
賀
（
姫
路
市
）
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
菅
重
勝
に
伝
え
て
い
る
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
大
多
和
惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
五
〇

七
）。
た
だ
し
、
大
坂
在
番
衆
に
「
隙
明
候
者
頓
可
差
上
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
岩
屋
警
固
衆
の
当
初
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。

三
好
長
治
敗
死
後
の
阿
波
は
、
守
護
家
細
川
真
之
の
も
と
に
一
旦
ま
と
ま
っ
て
い
た
が
、
五
月
に
入
る
と
矢
野
駿
河
守
方
と
一
宮
成
相
方
と

の
対
立
が
顕
在
化
し
内
乱
に
突
入
す
る(17
)。

こ
の
際
、
淡
路
衆
が
矢
野
方
の
勝
瑞
（
藍
住
町
）
に
入
城
し
て
お
り
、
矢
野
駿
河
守
ら
は
、
淡
路
安

宅
氏
を
仲
介
に
紀
州
（
雑
賀
衆
）
へ
支
援
を
要
請
し
、
こ
れ
を
味
方
に
付
け
て
い
る
（『
昔
阿
波
物
語(18
)』）。

七
月
下
旬
に
矢
野
駿
河
守
は
毛
利

氏
へ
神
文
を
提
出
し
て
与
同
を
示
し
て
お
り
（『
吉
川
家
文
書
之
二
』
一
二
六
八
）、
淡
路
国
衆
は
雑
賀
衆
と
と
も
に
阿
波
の
毛
利
方
を
支
援
し

て
い
く
。

「
大
坂
・
岩
屋
・
阿
・
讃
」
よ
り
度
々
に
及
ぶ
警
固
派
遣
要
請
を
受
け
た
毛
利
氏
は
、
諸
警
固
衆
を
七
月
二
十
日
に
讃
岐
へ
渡
海
さ
せ
て
、

「
一
城
」（
元
吉
城
）
を
確
保
し
て
安
定
化
さ
せ
た
上
で
、「
其
侭
岩
屋
」
に
上
着
し
雑
賀
衆
と
連
携
す
る
軍
事
行
動
を
決
定
し
た
（「
冷
泉
家

文
書
」『
戦
瀬
』
五
一
四
・
五
一
五
、「
真
乗
寺
旧
蔵
文
書
」『
和
歌
山
』
三
六
六
）。
秋
に
は
阿
波
で
矢
野
方
の
淡
路
衆
が
一
宮
成
相
と
戦
闘
に

及
ん
で
お
り
（『
昔
阿
波
物
語(19
)』）、

淡
路
衆
の
阿
波
加
勢
に
あ
た
っ
て
、
後
背
地
の
岩
屋
へ
の
毛
利
勢
駐
留
が
求
め
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
岩
屋
へ
の
警
固
衆
派
遣
は
、
閏
七
月
二
十
日
に
発
生
し
た
讃
岐
元
吉
合
戦(20
)と

そ
の
戦
後
処
理
の
影
響
で
遅
延
す
る
。
十
月
段
階
で

「
春
以
来
之
約
諾
」
と
し
て
周
防
警
固
衆
の
冷
泉
元
満
の
淡
路
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
が
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
児
玉
惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
五
三
六
）、

翌
月
に
は
秀
吉
の
播
磨
侵
攻
に
対
応
す
る
た
め
、
元
満
は
他
の
警
固
衆
と
共
に
播
磨
英
賀
で
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
播
磨
沿
岸
に
て
越
年

し
た
よ
う
で
あ
る
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
三
八
・
五
四
一
）。
織
田
・
毛
利
戦
争
が
本
格
化
す
る
中
で
、
淡
路
は
大
坂
支
援
に
加
え
、

播
磨
や
阿
波
へ
淡
路
衆
・
雑
賀
衆
が
加
勢
を
行
う
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
い
く
が
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
岩
屋
へ
の
本
格
的
な
軍
勢
派
遣

は
讃
岐
や
播
磨
の
軍
事
情
勢
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。
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二

毛
利
方
の
戦
線
拡
大
と
淡
路

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
二
月
、
毛
利
警
固
衆
を
統
率
す
る
児
玉
就
英
や
冷
泉
元
満
の
岩
屋
在
番
が
決
定
さ
れ
て
お
り
（「
萩
藩
閥
閲
録
」

児
玉
惣
兵
衛
「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
五
二
・
五
五
四
）、
前
年
実
現
し
な
か
っ
た
警
固
衆
の
派
遣
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
足
利
義
昭
側

近
の
小
林
家
孝
も
派
遣
さ
れ
、
小
早
川
氏
重
臣
の
井
上
春
忠
ら
が
「
洲
本
兵
粮
之
儀
」
を
談
合
し
て
い
る
（「
浦
家
文
書
」『
戦
瀬
』
四
三
二(21
)）。

洲
本
は
紀
淡
海
峡
に
近
く
、
雑
賀
衆
と
連
携
し
た
大
坂
へ
の
兵
粮
供
給
地
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
月
、
別
所
長
治
ら
播
磨
国
衆
が
与
同
し
た
た
め
、
毛
利
氏
は
諸
警
固
衆
を
岩
屋
に
渡
海
さ
せ
て
「
阿
・
淡
・
雑
賀
・
大
坂
」
と
連
携
し
た

軍
事
行
動
を
計
画
し
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
六
〇
）、
下
旬
に
は
「
芸
州
衆
歴
々
」
が
岩
屋
に
着
陣
し
て
雑
賀
警
固
衆
と
の
「
摂
・
播

之
間
」
へ
の
軍
事
行
動
に
備
え
た
（「
鷺
森
別
院
文
書
」『
戦
瀬
』
五
六
三
・
五
六
四
）。
四
月
初
め
に
毛
利
方
警
固
衆
と
雑
賀
衆
は
、
播
磨
別

府
表
阿
閉
要
害
（
播
磨
町
）
を
攻
撃
し
（「
黒
田
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
六
六
・
五
六
七
）、
そ
の
後
は
紀
州
門
徒
衆
の
「
岩
屋
渡
海
之
衆
」
や

冷
泉
元
満
が
播
磨
高
砂
（
高
砂
市
）
に
在
陣
し
て
織
田
方
と
対
峙
し
て
い
る
（「
顕
如
上
人
文
案
」「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
七
四
・
五
七

八(22
)）。

七
月
に
は
織
田
方
の
大
船
に
よ
る
木
津
浦
封
鎖
が
行
わ
れ
（「
鷺
森
別
院
文
書
」『
和
歌
山
』
三
八
九
）、
毛
利
氏
は
八
月
に
「
木
津
川
口

懸
船
行
」
の
た
め
再
び
児
玉
就
英
の
岩
屋
在
番
を
決
定
す
る
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
児
玉
惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
五
八
五
）。

一
方
、
織
田
方
の
長
宗
我
部
氏
は
、
阿
波
三
好
氏
を
支
援
す
る
雑
賀
衆
や
淡
路
衆
に
つ
い
て
「
淡
州
、
紀
州
遺
恨
」
と
認
識
し
、
織
田
方
に

対
し
淡
路
か
雑
賀
へ
の
攻
撃
を
求
め
て
い
る
（「
石
谷
家
文
書(23
)」

二
九
）。
織
田
方
に
と
っ
て
淡
路
は
、
大
坂
湾
制
海
権
の
み
な
ら
ず
東
四
国
の

制
圧
の
上
で
も
課
題
で
あ
っ
た
。

〔
史
料
２
〕「
末
国
家
文
書
」『
山
口
』
一
〇
六
三
頁

態
一
筆
申
入
候
、
仍
摂
州
表
就
調
略
之
儀
、
我
等
至
境
目
罷
出
候
、
然
者
当
御
番
衆
内
末
国
左
馬
助
方

(元
国
)

以
馳
走
可
有
同
道
之
由
候
条
、

同
心
候
、
彼
条
於
相
調
候
、
末
国
方
事
を
も
一
廉
御
褒
美
肝
要
候
、
内
々
彼
仁
事
無
二
之
馳
走
候
、
数
度
難
渋
之
時
も
御
弓
矢
ノ
於
御
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用
ニ
立
儀
者
、
可
捨
壱
命
之
由
、
無
其
隠
候
、
於
此
子
細
者
、
御
番
衆
就
中
清
水
長
左
衛
門
尉

(宗
治
)

方
淵
底
存
候
間
、
可
被
申
入
候
、
何
も

行
相
調
自
是
御
吉
相
可
申
候
、
返
々
末
国
方
事
向
後
候
条
、
能
々
可
被
付
御
心
事
肝
要
存
候
、
自
是
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
十
四
日

(天
正
六
年
)

家
孝

(小
林
)

（
花
押
）

「

（
墨
引

(切
封
ウ
ワ
書
)

）
小
林
民
部
少
輔

小
早
川
左
衛
門
佐

(隆
景
)

殿

口
羽
下
野
守
殿

(通
良
)

家
孝

福
原
出
羽
守
殿

(貞
俊
)

御
宿
所

」

岩
屋
在
番
の
義
昭
側
近
小
林
家
孝
が
、
荒
木
村
重
ら
の
調
略
な
ど
に
お
け
る
「
当
御
番
衆
内
」（
岩
屋
番
衆
）
末
国
元
光
の
功
績
を
毛
利
氏

重
臣
に
伝
え
た
書
状
で
あ
る
。
岩
屋
を
拠
点
と
し
た
畿
内
の
織
田
方
へ
の
調
略
や
、
備
中
有
力
国
衆
の
清
水
宗
治
の
岩
屋
在
番
が
確
認
で
き(24
)、

岩
屋
確
保
の
た
め
毛
利
氏
分
国
の
国
衆
が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る(25
)。

村
重
の
与
同
以
降
、
摂
津
尼
崎
（
尼
崎
市
）・
花
熊
（
神
戸
市
）
に
は
毛
利
勢
や
雑
賀
衆
が
在
番
し
（「
牛
尾
家
文
書
」『
鳥
取
』
一
一
四
五
、

「
中
村
家
文
書
」『
和
歌
山
』
四
〇
四
な
ど
）、
摂
津
の
戦
況
は
岩
屋
を
経
由
し
て
毛
利
氏
に
報
告
さ
れ
て
お
り
（「
末
国
家
文
書
」『
山
口
』
一

〇
六
三
頁
）、
反
織
田
方
に
お
け
る
岩
屋
の
重
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
。

淡
路
国
内
で
は
十
二
月
に
「
志
知
之
事
令
一
着
、
安
宅
方
被
属
本
意
候
」
と
、
志
知
（
南
あ
わ
じ
市
）
の
野
口
長
宗(26
)を

安
宅
神
五
郎
が
排
除

し
て
お
り
、
淡
路
全
体
が
毛
利
方
の
も
と
に
平
定
さ
れ
た
（「
古
簡
雑
纂(27
)」）。

野
口
氏
の
拠
点
は
古
代
以
来
の
淡
路
の
中
心
地
で
あ
っ
た
三
原

平
野(28
)の

西
部
で
あ
り
、
同
平
野
東
部
へ
進
出
し
て
い
た
安
宅
氏
と
の
対
立
が
発
生
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る(29
)。

後
述
す
る
よ
う
に
淡
路
を
追
わ
れ

た
野
口
長
宗
は
羽
柴
秀
吉
を
頼
る
こ
と
と
な
る
。

〔
史
料
３
〕「
乃
美
文
書
」『
戦
瀬
』
六
〇
六

去
月
廿
三
日
、
以
早
船
遂
注
進
候
、
其
後
も
数
度
申
上
候
処
、
終
無
御
左
右
候
、
無
御
心
許
存
計
候
、
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一
信
長
昨
日
五
日
有
岡
表
へ

(摂
津
)

被
相
動
、
今
日
至
尼
崎
手

(摂
津
)

遣
之
由
候
、
定
明
日
ハ
此
表
へ
可
被
打
下
候
乎
、
児
蔵
も
爰

(児
玉
就
英
)

許
へ
被
罷
越
候
、

人
数
を
ハ
尼
崎
へ
被
指
上
候
、
自
大
坂
も
井
民
被
罷

(井
上
民
部
)

越
候
へ
と
も
、
無
人
之
由
ニ
て
、
弥
加
勢
之
儀
被
申
候
、
爰
許
も
無
人
之
儀
候

間
、
不
及
才
覚
候
、
有
岡
・
尼
崎
之
儀
、
無
心
許
迄
候
、
信
長
俄
出
張
之
事
、
調
略
候
哉
と
普
申
事
ニ
て
候
、
兎
角
御
人
数
御
上
せ

御
延
引
候
て
、
此
口
可
及
大
破
候
、
最
前
以
来
重
畳
申
子
紬
候
、
自
敵
方
ハ
種
々
行
仕
ニ
、
旧
冬
以
来
之
儀
ニ
候
処
、
至
于
今

当
城
尼

(花
熊
)

崎
へ
の
御
番
衆
さ
へ
無
御
上
着
候
、
此
ロ
被
指
捨
候
哉
と
下
々
疑
候
て
、
有
岡
・
尼
崎
之
事
、
無
正
躰
候
、
為
御
分
別
候
、

恐
惶
謹
言
、少

輔
四
郎

三
月
六
日

(天
正
七
年
)

盛
勝

(乃
美
)

（
花
押
）

神
五
殿

御
申
之

摂
津
花
熊
に
在
陣
し
て
い
た
小
早
川
警
固
衆
乃
美
盛
勝
の
書
状
で
あ
る
。
二
月
二
十
三
日
の
早
船
に
よ
る
注
進
以
降
「
神
五
殿
」
か
ら
返
事

が
な
い
こ
と
を
案
じ
、
摂
津
方
面
の
戦
況
や
尼
崎
・
花
隈
の
「
無
人
」
や
そ
れ
に
起
因
す
る
「
下
々
疑
」
を
伝
え
、
軍
勢
派
遣
を
求
め
て
い

る
。
宛
所
の
「
神
五
殿
」
は
、
大
坂
湾
周
辺
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
岩
屋
在
番
中
の
安
宅
神
五
郎
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
毛
利
氏
が

摂
津
の
対
織
田
戦
に
も
淡
路
国
衆
を
動
員
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
本
書
状
は
乃
美
家
伝
来
で
あ
り
、
実
際
に
は
発
給
さ
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
書
状
を
発
給
す
る
前
に
音
信
あ
る
い
は
加
勢
派
遣
が
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
。

五
月
に
は
播
磨
三
木
城
（
三
木
市
）
に
兵
糧
な
ど
を
補
給
す
る
た
め
、
岩
屋
・
兵
庫
に
て
「
小
船
之
仕
組
」
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
（「
乃
美

文
書
」『
戦
瀬
』
六
一
二
）。
ま
た
、
荒
木
村
重
は
小
早
川
隆
景
の
「
岩
屋
御
着
岸
」
を
求
め
て
お
り
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
桂
善
左
衛
門
『
戦
瀬
』

六
〇
九
）、
摂
津
へ
の
戦
線
拡
大
に
伴
っ
て
岩
屋
の
役
割
も
増
し
て
い
く
。
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〔
史
料
４
〕「
末
国
家
文
書
」
二
五
『
山
口
』
一
〇
六
四
頁

態
令
啓
候
、
末
国
左
馬
助
殿

(元
国
)

去
年
以
来
爰
元
御
在
城
御
辛
労
不
及
是
非
候
、
奉
対

輝
元
御

(毛
利
)

忠
義
与
乍
申
、
別
而
被
煎
肝
候
条
、
是
等

之
趣
宜
御
取
合
専
要
存
候
、
拙
者
無
二
之
覚
悟
、
末
左
淵
底
御
存
知
之
儀
候
、
弥
々
不
可
存
疎
意
候
条
、
於
時
宜
者
可
御
心
易
候
、
将

亦
従

輝
元
数
度
預
御
合
力
忝
存
候
、
乍
恐
可
然
様
ニ
御
取
合
所
仰
候
、
随
而
ハ
直
家
逆

(宇
喜
多
)

心
ニ
付
而
、
彼
表
御
行
之
由
候
、
定
落
居
不

可
有
程
候
歟
、
上
口
御
味
方
中
無
不
慮
様
ニ
御
心
付
此
節
候
、
於
趣
者
児
蔵
太
・
乃
兵
可
被

(児
玉
就
英
・
乃
美
宗
勝
)

得
御
意
候
、
此
表
上
辺
様
子
末
左
可
為
御

演
説
候
条
、
不
能
具
候
、
恐
々
謹
言
、

菅
加
賀
守
入
道

十
月
十
五
日

(天
正
七
年
)

重
勝
（
花
押
）

福
原
出
羽
守
殿

(貞
俊
)

口
羽
下
□
□
□

(通
良
)

ま
い
る
[
]

岩
屋
在
番
の
末
国
元
光
の
下
国
に
際
し
、
菅
重
勝
は
毛
利
氏
重
臣
に
「
無
二
之
覚
悟
」
を
伝
え
、「
上
口
御
味
方
中
無
不
慮
様
」
に
加
勢
継

続
を
求
め
て
い
る(30
)。

秋
に
離
反
し
た
宇
喜
多
直
家
へ
の
対
応
で
、
岩
屋
周
辺
の
軍
事
力
低
下
を
恐
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
菅
重
勝
に
と
っ
て
、

岩
屋
を
拠
点
に
毛
利
勢
が
畿
内
周
辺
に
展
開
さ
れ
、
反
織
田
勢
力
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
自
領
の
安
全
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

十
一
月
に
有
岡
城
が
落
城
す
る
と
、
翌
月
に
は
花
熊
の
毛
利
勢
な
ど
が
下
国
す
る
事
態
が
発
生
す
る
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
桂
善
左
衛
門
『
戦

瀬
』
六
六
六(31
)）。

毛
利
氏
は
岩
屋
へ
警
固
を
派
遣
し
、
備
前
方
面
へ
「
此
比
休
息
候
て
罷
居
候
警
固
之
者
共
」
や
冷
泉
元
満(32
)の

派
遣
を
決
定
し

た
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
四
四(33
)・

六
二
六
）。
毛
利
氏
の
海
上
軍
事
力
は
岩
屋
を
拠
点
に
東
瀬
戸
内
海
の
広
域
で
展
開
さ
れ
た
が
、
宇

喜
多
氏
離
反
以
降
は
戦
線
の
維
持
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
く
。
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三

毛
利
氏
の
劣
勢
と
淡
路

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
一
月
、
播
磨
三
木
落
城
直
前
に
毛
利
氏
の
「
諸
警
国
幷
尼
崎
番
衆
中
悉
被
罷
下
候
」
事
態
が
発
生
し
、
本
願
寺
方

に
よ
る
大
坂
・
尼
崎
・
花
熊
の
確
保
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
児
玉
就
英
が
岩
屋
在
番
を
続
け
た
た
め
に
持
ち
こ
た
え
た
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
児
玉

惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
六
二
九
）。
た
だ
ち
に
児
玉
就
英
と
交
替
す
る
在
番
衆
と
し
て
冷
泉
元
満
ら
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
到
着
は

遅
延
を
重
ね
た
。

三
月
に
毛
利
氏
は
、
安
宅
神
五
郎
や
菅
重
勝
か
ら
岩
屋
へ
の
早
期
派
遣
を
要
請
さ
れ
、
小
早
川
警
固
衆
を
派
遣
し
、
冷
泉
元
満
に
早
急
な
上

国
を
催
促
し
て
い
た
が
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
四
九
九(34
)）、「

岩
屋
不
慮
」
と
さ
れ
る
事
態
が
発
生
す
る
（「
藩
中
古
文
書
」
村
上
小
四
郎

蔵
『
戦
瀬
』
五
〇
〇(35
)）。

冷
泉
ら
の
到
着
前
に
児
玉
就
英
が
岩
屋
か
ら
下
向
し
た
た
め
「
不
慮
必
定
」
と
予
想
さ
れ
た
が
、
菅
重
勝
の
「
無
二

之
覚
悟
」
に
よ
っ
て
岩
屋
は
維
持
さ
れ
た
。
毛
利
氏
は
「
諸
警
固
之
儀
、
追
々
至
岩
屋
差
上
候
、
尼
崎
・
花
熊
弥
以
自
寺
内
被
付
御
心
候
様
、

可
申
述
事
肝
要
候
」
と
岩
屋
へ
の
諸
警
固
派
遣
に
よ
っ
て
本
願
寺
の
動
揺
を
抑
え
、
大
坂
衆
に
よ
る
尼
崎
・
花
熊
の
保
持
を
意
図
し
た
（「
萩

藩
閥
閲
録
」
大
多
和
惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
六
三
九
）。
し
か
し
、
児
玉
就
英
の
下
国
後
も
安
宅
神
五
郎
・
菅
重
勝
が
「
神
文
等
」
を
提
出
し
て
加

勢
派
遣
を
求
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
閏
三
月
に
な
っ
て
も
少
数
の
小
早
川
警
固
衆
の
上
着
の
み
で
冷
泉
ら
の
到
着
は
延
引
し
て
い
た
（「
冷
泉

家
文
書
」『
戦
瀬
』
六
四
三
）。
同
月
に
本
願
寺
は
信
長
と
和
談
に
及
ぶ
が
、
大
坂
退
去
の
一
因
と
し
て
「
中
国
衆
之
儀
、
岩
屋
・
兵
庫
・
尼
崎

引
退
帰
国
」
を
挙
げ
て
い
る
（「
勝
興
寺
文
書
」『
和
歌
山
』
四
三
七
）。
畿
内
の
反
織
田
勢
力
が
抗
戦
を
継
続
す
る
上
で
、
岩
屋
へ
の
毛
利
勢

駐
留
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
早
期
の
実
現
に
至
ら
ず
本
願
寺
の
動
揺
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
頃
、
羽
柴
秀
吉
は
淡
路
を
追
わ
れ
た
野
口
長
宗
を
取
次
と
し
て
、
阿
波
の
反
三
好
勢
力
に
淡
路
出
兵
時
の
馳
走
を
求
め
て
い
る
（
林
原

美
術
館
所
蔵
「
古
判
手
鑑
」『
戦
三
』
一
九
二
四
）。
本
願
寺
と
の
和
睦
を
受
け
て
、
制
海
権
掌
握
の
課
題
で
あ
っ
た
淡
路
攻
略
を
計
画
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
菅
重
勝
や
安
宅
神
五
郎
は
、
こ
の
よ
う
な
織
田
方
の
淡
路
攻
撃
を
懸
念
し
て
、
毛
利
勢
の
早
急
な
派
遣
を
求
め
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
大
坂
で
は
「
近
年
山
越
を
取
、
妻
子
を
育
侯
雑
賀
・
淡
路
島
之
者
共
」
が
「
爰
を
取
離
れ
て
は
、
迷
惑
と
存
知
」、
教
如
を
擁
立
し
た

（『
信
長
記
』
十
三
）。
織
田
方
の
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
、
淡
路
衆
は
大
坂
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
月
下
旬
の
段
階
で
、
岩
屋
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
冷
泉
元
満
や
川
内
警
固
衆
の
香
川
光
景
は
、
備
前
児
島
周
辺
ま
で
到
着
し
て
い
た

が
、「
御
同
心
之
衆
無
人
之
由
咲
止
候
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
六
九
・
五
七
〇(36
)）。

天
正
四
年
か
ら
打
続
く
遠

国
へ
の
動
員
で
警
固
衆
に
軍
役
忌
避
が
広
が
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
同
月
末
、
小
早
川
隆
景
は
岩
屋
・
洲
本
へ
警
固
と
し
て
児
島
衆
を
派
遣

し
、
手
薄
に
な
っ
た
常
山
な
ど
児
島
の
諸
城
に
備
中
の
明
石
兵
部
大
輔
の
入
城
を
求
め
て
い
る
（「
黄
薇
古
簡
集
」(37
)）。

毛
利
氏
は
与
同
勢
力
の

求
め
に
応
え
る
た
め
宇
喜
多
氏
と
の
境
目
の
軍
勢
動
員
を
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

岩
屋
に
着
陣
し
た
冷
泉
元
満
ら
は
、
六
月
下
旬
に
「
花
熊
拘
様
之
儀
」
に
つ
い
て
雑
賀
衆
渡
辺
藤
左
衛
門
尉
の
使
者
を
小
早
川
隆
景
に
取
次

し
て
い
る
が
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
六
五
五
）、
七
月
に
は
花
熊
が
落
城
し
、
岩
屋
で
は
「
屋
代
・
河
之
内
警
固
之
者
共
替
不
待
付
下
向
」

と
の
事
態
が
発
生
す
る
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
六
五
六
）。
毛
利
氏
は
冷
泉
元
満
ら
に
対
し
、
交
替
の
到
着
ま
で
小
林
家
孝
・
菅
重
勝
と

協
力
し
た
堅
固
な
在
番
を
求
め
て
い
る
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
六
五
七
）。
し
か
し
、
花
熊
落
城
や
岩
屋
か
ら
の
毛
利
警
固
衆
撤
退
に
よ

り
教
如
は
八
月
に
大
坂
を
退
去
し
、
大
坂
在
番
の
毛
利
勢
も
帰
国
し
た
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
大
多
和
惣
兵
衛
『
戦
瀬
』
六
五
九
）。
大
坂
退
去
に

際
し
、
雑
賀
・
淡
路
島
か
ら
の
迎
船
が
「
近
年
相
抱
へ
侯
端
城
之
者
」
な
ど
を
収
容
し
て
い
る
（『
信
長
記
』
十
三
）。

〔
史
料
５
〕「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
八
三(38
)

就
今
度
大
坂
不

(摂
津
)

慮
之
儀
、
某
元
御
心
遣
令
察
候
、
両
度
之
御
書
中
慥
到
来
、
得
其
心
候
、
先
度
南
源
右
上

(景
忠
)

せ
進
之
候
条
、
委
細
可
申
入

候
、
洲
本
覚
悟

(安
宅
神
五
郎
)

、
弥
承
届
候
而
、
某
許
拘
様
等
、
猶
以
可
令
其
短
束
候
、
南
源
下
着
五
日
雖
相
待
候
、
遅
々
候
条
、
左
候
へ
者
旁
江
御

見
舞
緩
ニ
罷
成
候
間
、
先
此
者
共
差
上
候
、
自
吉
田
被
仰
付
候
警
固
衆
等
、
遅
延
不
及
是
非
候
、
乍
去
於
于
今
者
、
軈
而
可
為
上
着

候
、
此
者
共
之
事
、
依
御
内
儀
、
五
日
十
日
程
者
可
罷
居
之
由
申
付
候
、
猶
木
原
善
右
衛
門
尉
ニ
申
含
候
条
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹

言
、

左
衛
門
佐

八
月
十
六
日

(天
正
八
年
)

隆
景

(小
早
川
)（

花
押
）

冷
泉
民
部
少
輔

(元
満
)

殿

駒沢史学94号（2020) 94



香
川
左
衛
門
尉

(光
景
)

殿
御
陣
所

小
早
川
隆
景
は
、
大
坂
退
去
に
伴
う
冷
泉
元
満
・
香
川
光
景
か
ら
の
度
々
の
報
告
に
対
し
、
安
宅
神
五
郎
の
「
覚
悟
」
を
確
認
し
、
淡
路
の

維
持
に
向
け
た
準
備
、
当
初
よ
り
遅
延
し
た
も
の
の
交
替
の
警
固
衆
の
派
遣
を
伝
え
て
い
る(39
)。

以
降
、
淡
路
に
関
す
る
毛
利
方
の
史
料
は
管
見

に
及
ば
な
い
が
、
冷
泉
ら
の
下
国
後
も
毛
利
方
警
固
衆
の
岩
屋
在
番
は
あ
る
程
度
継
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
に
触
れ
る
よ
う

に
、
大
坂
を
退
去
し
た
軍
勢
の
淡
路
駐
留
も
想
定
で
き
る
。

大
坂
を
退
去
し
た
牢
人
衆
や
雑
賀
衆
・
淡
路
衆
は
、
十
一
月
下
旬
ま
で
に
長
宗
我
部
方
が
確
保
し
て
い
た
阿
波
勝
瑞
を
占
拠
し
て
一
宮
城

（
徳
島
市
）
を
包
囲
し
た
。
長
宗
我
部
元
親
は
こ
の
情
勢
を
羽
柴
秀
吉
に
知
ら
せ
る
中
で
、
秀
吉
が
「
馳
参
」
っ
た
野
口
長
宗
を
「
御
許
容
」

し
た
こ
と
を
聞
き
、
淡
路
へ
の
対
応
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
織
田
方
が
「
紀
州
之
儀
被
押
置
」
れ
ば
阿
波
・
讃
岐
を
す
ぐ
に
制
圧
で
き
、

そ
の
後
は
淡
路
に
つ
い
て
「
被
仰
下
次
第
可
致
心
懸
候
」
と
淡
路
出
兵
へ
の
協
力
を
申
し
出
て
い
る
（「
吉
田
文
書
」『
戦
三
』
参
考
一
三
九
）。

牢
人
衆
ら
の
行
動
は
長
宗
我
部
氏
優
勢
で
あ
っ
た
阿
波
の
軍
事
情
勢
を
一
変
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
渡
海
拠
点
と
思
わ
れ
る
淡
路
の
情
勢
に
元
親

が
敏
感
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
淡
路
の
攻
略
は
、
織
田
氏
に
よ
る
制
海
権
掌
握
の
み
な
ら
ず(40
)、

東
四
国
制
圧
を
目
指
す
長
宗
我

部
氏
に
と
っ
て
も
依
然
と
し
て
課
題
で
あ
っ
た
。

讃
岐
へ
逃
れ
て
い
た
三
好
義
堅
は
天
正
九
年
一
月
に
阿
波
勝
瑞
へ
帰
還
し
、
そ
の
後
九
月
ま
で
に
、
淡
路
郡
家
（
淡
路
市
）
の
田
村
氏
と
と

も
に
一
宮
城
を
包
囲
し
て
お
り
（『
昔
阿
波
物
語
』）、
淡
路
国
衆
に
よ
る
阿
波
三
好
氏
支
援
が
継
続
し
て
い
た
。
な
お
、『
兵
庫
県
史
』
な
ど
で

は
、
六
月
に
毛
利
勢
が
岩
屋
を
再
攻
略
し
た
と
す
る
が
、
美
作
岩
屋
（
津
山
市
）
の
誤
認
で
あ
る(41
)。

〔
史
料
６
〕「
蜂
須
賀
文
書
写
」『
戦
瀬
』
六
一
九

去
晦
日
注
進
状
、
今
日
六
到
来
、
委
曲
聞
召
候
、

一
敵
警
固
船
二
百
艘
計
罷
上
之
処
、
則
其
方
令
案
内
、
自
室
小
西
安
宅
乗
出
、
至
家
嶋
追

(播
磨
)

上
之
旨
、
尤
以
神
妙
候
、
尚
々
無
由
断
可
調
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儀
事
専
一
候
、

（
二
条
略
）

十
一
月
六
日

(天
正
九
年
)

御
黒
印

(織
田
信
長
)

蜂
須
賀
彦
右
衛
門
尉

(正
勝
)

と
の
へ

十
月
晦
日
の
蜂
須
賀
正
勝
か
ら
の
注
進
状
に
よ
れ
ば
、「
敵
警
固
船
二
百
艘
計
」
を
「
室
」
か
ら
「
小
西
安
宅
乗
出
」
し
、
播
磨
家
島
ま
で

追
撃
し
て
い
る
。
尾
下
成
敏
氏
は
、「
室
」
を
播
磨
室
津
（
た
つ
の
市
）
で
は
な
く
淡
路
室
津
（
淡
路
市
）
と
し
、
毛
利
方
警
固
船
を
小
西
行

長
と
安
宅
氏
が
迎
撃
し
た
と
す
る(42
)。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
十
一
月
中
旬
の
織
田
勢
に
よ
る
淡
路
制
圧
で
は
、
安
宅
神
五
郎
の
州
本
は
織

田
勢
に
包
囲
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
小
西
行
長
と
軍
事
行
動
を
共
に
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。「
自
室
小
西
安
宅
乗
出
」
は
、
室
か

ら
小
西
行
長
が
安
宅
船
で
出
動
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
「
室
」
は
播
磨
室
津
で
あ
ろ
う
。
毛
利
方
警
固

衆
の
目
的
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
二
百
艘
計
」
は
事
実
で
あ
れ
ば
警
固
衆
の
規
模
と
し
て
小
さ
く
な
い
。
十
月
二
十
三
日
に
秀
吉
は
、
播
磨

明
石
（
明
石
市
）
の
警
固
衆
石
井(43
)氏

な
ど
に
「
淡
州
岩
屋
船
五
十
七
艘
」
の
分
国
中
に
お
け
る
「
灘
目
廻
船
往
来
」
を
認
め
て
お
り
（「
横
尾

勇
之
助
氏
所
蔵
文
書
」『
秀
吉(44
)』

三
四
七
な
ど
）、
領
内
の
船
方
に
織
田
方
の
保
護
を
求
め
る
動
き
が
顕
在
化
す
る
中
で(45
)、

菅
重
勝
が
毛
利
氏
に

加
勢
を
要
請
し
、
与
同
国
衆
を
保
護
す
べ
く
毛
利
氏
が
警
固
衆
を
派
遣
し
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る(46
)。

し
か
し
、
織
田
方
の
迎
撃
に
よ
り
淡
路

へ
の
毛
利
氏
支
援
は
断
た
れ
る
。
こ
れ
が
淡
路
攻
略
の
前
提
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

十
一
月
中
旬
、
伯
耆
か
ら
姫
路
へ
帰
陣
し
た
秀
吉
は
、
摂
津
の
池
田
元
助
と
と
も
に
淡
路
に
出
陣
す
る
。
十
六
日
に
秀
吉
は
、
先
勢
と
し
て

岩
屋
周
辺
に
渡
海
し
た
生
駒
親
正
に
「
い
わ
や
城
不
謂
儀
不
相
渡
候
へ
者
、
御
ま
ハ
し
可
申
候
」
と
指
示
し
て
お
り
（「
吉
武
文
書
」『
秀
吉
』

三
五
六
）、
先
勢
渡
海
時
に
お
い
て
、
菅
重
勝
は
織
田
方
に
服
属
し
て
い
な
か
っ
た
。『
信
長
記
』
十
四
に
は
、
十
七
日
に
羽
柴
・
池
田
勢
が

「
岩
屋
へ
取
り
懸
け
、
攻
め
寄
せ
し
の
と
こ
ろ
、
懇
望
の
筋
目
侯
て
、
池
田
勝
九
郎
手
へ
岩
屋
を
相
渡
し
、
別
条
な
く
申
し
付
く
」
と
あ
り
、

菅
重
勝
は
池
田
勢
に
岩
屋
を
明
け
渡
し
た(47
)。
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〔
史
料
７
〕「
古
文
書
纂
」『
秀
吉
』
三
五
七

書
状
委
細
披
見
候
、
仍
淡
州
之
儀
十
六
日
七
日
先
勢
差
遣
、
十
八
日
ニ
我
等
令
渡
海
、
所
々
令
放
火
、
洲
本
迄

(淡
路
)

押
詰
候
処
、
始

安
宅
各
令

(神
五
郎
)

懇
望
候
条
、
則
人
質
等
取
置
候
て
召
置
、
野
口
孫
五
郎
を

(長
宗
)

も
本
之
在
所
三
原
之
古
城
普
請
等
申
付
入
置
、
一
国
平
均
五
三
日

之
中
ニ
申
付
昨
夕
廿
一
日
至
姫
路
令

(播
磨
)

開
陣
、
於
時
宜
者
可
心
易
候
、
早
々
音
信
令
祝
着
候
、
随
而
腫
物
煩
之
由
無
心
許
口
〔
候
〕、

能
々
養
生
肝
要
侯
、
恐
々
謹
言
、

藤
吉
郎

十
一
月
廿
二
日

(天
正
九
年
)

秀
吉

(羽
柴
)

（
花
押
）

桑
山
修
理
進
殿

(重
晴
)

進
之
候

淡
路
に
渡
海
し
た
秀
吉
は
、
所
々
を
放
火
し
、
州
本
城
を
包
囲
し
た
と
こ
ろ
、
安
宅
神
五
郎
な
ど
が
「
懇
望
」
し
た
た
め
人
質
を
徴
収
し

た
。
安
宅
神
五
郎
も
織
田
勢
渡
海
前
ま
で
敵
対
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
秀
吉
は
保
護
し
て
い
た
野
口
長
宗

を
「
本
之
在
所
三
原
之
古
城
」（
志
知
城
）
へ
普
請
を
命
じ
て
入
城
さ
せ
て
い
る(48
)。

織
田
勢
渡
海
直
前
ま
で
菅
重
勝
や
安
宅
神
五
郎
は
服
属
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
毛
利
氏
支
援
の
見
込
み
が
な
い
状
況
で
の
攻
撃

に
よ
り
服
属
を
判
断
し
、
短
時
日
で
淡
路
は
制
圧
さ
れ
た
。
岩
屋
に
は
「
摂
州
之
池
田
勝
三
郎
者
」
が
、
州
本
に
は
「
筑
前
者
」
が
「
入
置
」

か
れ
た
が
（『
福
屋
金
吾
旧
記
文
書
』『
鳥
取
』
一
四
九
〇
）、「
淡
路
島
物
主
」
は
未
定
で
あ
り
（『
信
長
記
』
十
四
）、
野
口
長
宗
の
旧
領
復
帰

を
除
い
て
、
菅
重
勝
や
安
宅
神
五
郎
ら
の
本
知
は
安
堵
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る(49
)。

な
お
、
野
口
長
宗
の
取
次
は
天
正
八
年
以
降
の
関
わ
り
か
ら
秀

吉
が
務
め
て
い
る
（「
野
崎
文
書
」『
戦
三
』
一
九
二
〇
）。

淡
路
制
圧
に
よ
り
、
織
田
方
に
よ
る
阿
波
・
讃
岐
攻
撃
が
可
能
と
な
り
（「
志
岐
文
書
」『
戦
三
』
一
九
一
九
）、
淡
路
の
性
格
は
阿
波
三
好

氏
を
攻
撃
す
る
橋
頭
堡
へ
と
変
化
し
た(50
)。

天
正
十
年
三
月
に
秀
吉
は
、
宇
喜
多
氏
を
救
援
す
る
た
め
、
警
固
船
と
し
て
「
あ
ハ
ち
舟
・
く
き
舟
」
や
播
磨
の
「
諸
浦
之
舟
共
」
を
動
員
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す
る
（「
岡
本
文
書
」『
戦
瀬
』
六
〇
五(51
)）。

淡
路
制
圧
に
よ
り
九
鬼
警
固
衆
や
淡
路
の
警
固
衆
を
動
員
し
た
本
格
的
な
海
上
軍
事
行
動
が
可
能

に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
備
前
児
島
の
日
比
（
玉
野
市
）・
下
津
井
（
倉
敷
市
）
に
進
出
し
た
「
上
警
固
」「
二
百
艘
」
に
つ
い
て
、
毛
利
氏

は
「
船
数
等
不
甲
斐
ニ
候
之
条
、
不
可
有
珍
儀
候
歟
」
と
さ
ほ
ど
脅
威
と
は
し
て
い
な
い
（「
屋
代
島
村
上
文
書
」「
藩
中
古
文
書
」
村
上
小
四

郎
蔵
『
戦
瀬
』
六
八
四
・
六
八
六
）。
淡
路
警
固
衆
を
含
め
た
織
田
方
海
上
軍
事
力
は
、
毛
利
氏
の
そ
れ
に
対
抗
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
秀

吉
は
調
略
に
よ
っ
て
毛
利
方
の
切
り
崩
し
を
計
っ
て
い
く(52
)。

五
月
上
旬
、
信
長
は
阿
波
・
讃
岐
の
四
国
国
分
案
を
示
し
す
と
と
も
に
自
身
の
淡
路
出
馬
を
表
明
し
（「
寺
尾
菊
子
氏
所
蔵
文
書
」『
戦
三
』

一
九
二
五
）、
三
好
康
長
が
先
勢
と
し
て
阿
波
に
渡
海
す
る
（『
元
親
記(53
)』）。

当
然
、
淡
路
衆
は
四
国
出
兵
に
も
動
員
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る(54
)。

お
わ
り
に

織
田
・
毛
利
戦
争
に
お
い
て
淡
路
は
、
毛
利
方
の
摂
津
・
播
磨
・
阿
波
に
お
け
る
反
織
田
勢
力
へ
の
支
援
拠
点
、
雑
賀
衆
と
の
連
携
拠
点
と

し
て
機
能
し
、
主
に
岩
屋
へ
の
毛
利
勢
在
番
に
よ
る
安
定
的
な
確
保
が
重
視
さ
れ
た
。
菅
重
勝
や
安
宅
神
五
郎
ら
淡
路
国
衆
の
側
も
、
自
領
の

安
全
を
確
保
す
べ
く
毛
利
勢
の
淡
路
駐
留
を
求
め
る
と
と
も
に
、
雑
賀
衆
と
連
携
し
て
大
坂
や
阿
波
へ
渡
海
し
反
織
田
勢
力
を
支
え
て
い
た
。

し
か
し
、
戦
線
の
拡
大
と
戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
、
岩
屋
周
辺
に
お
け
る
毛
利
勢
の
在
番
態
勢
は
弛
緩
し
、
反
織
田
勢
力
は
崩
壊
し
て
い
く
。

菅
重
勝
や
安
宅
神
五
郎
は
本
願
寺
の
大
坂
退
去
後
も
岩
屋
へ
の
毛
利
勢
派
遣
を
求
め
続
け
た
が
、
織
田
氏
の
攻
撃
を
受
け
る
に
至
り
こ
れ
に
服

属
す
る
。
そ
の
後
、
淡
路
の
海
上
軍
事
力
は
秀
吉
の
中
国
攻
め
に
動
員
さ
れ
、
淡
路
は
織
田
氏
の
四
国
進
出
の
橋
頭
堡
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
織
田
権
力
末
期
に
お
け
る
淡
路
の
位
置
付
け
は
、
羽
柴
権
力
に
引
き
継
が
れ
、
阿
波
・
讃
岐
に
お
け
る
反
長
宗
我
部
方
勢
力
の

支
援
拠
点
及
び
四
国
出
兵
の
渡
海
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
淡
路
は
秀
吉
の
本
拠
地
と
な
っ
た
大
坂
の
安
全
保
障
上
の
要
地
と

し
て
、
東
四
国
の
政
治
・
軍
事
情
勢
と
絡
み
な
が
ら
直
臣
の
配
置
に
よ
る
掌
握
が
進
む
と
と
も
に
、
織
田
権
力
期
に
温
存
さ
れ
た
国
衆
は
転
封

さ
れ
て
い
く
。
今
後
は
、
羽
柴
権
力
の
淡
路
掌
握
と
四
国
国
分
の
展
開
を
関
連
付
け
な
が
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。
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註

(1
)
太
田
宏
一
「
雑
賀
渡
海
衆
―
石
山
合
戦
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
四
、
一
九
九
九
年
）、
橋
詰
茂
「
織
田
権
力
の
瀬

戸
内
海
制
海
権
掌
握
」（
同
著
『
瀬
戸
内
海
地
域
社
会
と
織
田
権
力
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）、
小
川
雄
「
織
田
政
権
の
海
上

軍
事
と
九
鬼
嘉
隆
」（『
海
事
史
研
究
』
六
九
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

(2
)
尾
下
成
敏
「
羽
柴
秀
吉
勢
の
淡
路
・
阿
波
出
兵
―
信
長
・
秀
吉
の
四
国
進
出
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
一
四
、
二
〇
〇
九
年
）、
藤
井

讓
治
「
阿
波
出
兵
を
め
ぐ
る
羽
柴
秀
吉
書
状
の
年
代
比
定
」（『
織
豊
期
研
究
』
一
六
、
二
〇
一
四
年
）。

(3
)
渡
辺
世
祐
監
修
『
毛
利
輝
元
卿
伝
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
四
四
年
）、
八
一
～
一
三
九
頁
、
二
二
七
～
二
三
〇
頁
。

(4
)
『
兵
庫
県
史

通
史
編

第
三
巻
』（
一
九
七
八
年
）、
七
一
〇
～
七
一
五
頁
。

(5
)
光
成
準
治
「
高
松
城
水
攻
め
前
夜
の
攻
防
と
城
郭
・
港
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
十
八
、
二
〇
〇
八
年
）、
山
本
浩
樹
「
織
田
・
毛
利
戦
争
の
地
域
的
展
開
と

政
治
動
向
」（
川
岡

勉
・
古
賀
信
幸
編
『
西
国
の
権
力
と
戦
乱
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

(6
)
『
和
歌
山
市
史

第
四
巻

古
代
・
中
世
史
料
』（
一
九
七
七
年
、『
和
歌
山
』
と
略
）、『
兵
庫
県
史

史
料
編

中
世
一
』（
一
九
八
三
年
、『
兵
一
』
と

略
）、『
兵
庫
県
史

史
料
編

中
世
九
・
古
代
補
遺
』（
一
九
九
七
年
、『
兵
九
』
と
略
）、『
山
口
県
史

史
料
編

中
世
三
』（
二
〇
〇
四
年
、『
山
口
』

と
略
）、
土
居
聡
朋
・
村
井
祐
樹
・
山
内
治
朋
編
『
戦
国
遺
文

瀬
戸
内
水
軍
編
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
、『
戦
瀬
』
と
略
）、
天
野
忠
幸
編
『
戦

国
遺
文

三
好
氏
編

第
三
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
、『
戦
三
』
と
略
）。

(7
)
柴
裕
之
「
織
田
・
毛
利
開
戦
の
要
因
」（『
戦
国
史
研
究
』
六
八
、
二
〇
一
四
年
）、
森
脇
崇
文
「
天
正
初
期
の
備
作
地
域
情
勢
と
毛
利
氏
・
織
田
氏
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
四
、
二
〇
一
六
年
）。

(8
)
天
野
忠
幸
「
三
好
長
治
・
存
保
・
神
五
郎
小
考
」（『
鳴
門
史
学
』
二
六
、
二
〇
一
三
年
）。

(9
)
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
菅
加
賀
守
元
重
が
三
立
崎
庄
妙
勝
寺
（
淡
路
市
）
へ
田
地
を
寄
進
し
て
い
る
（「
妙
勝
寺
文
書
」『
兵
一
』
五
二
四
頁
）。

(10
)
柴
辻
俊
六
・
黒
田
基
樹
・
丸
島
和
洋
編
『
戦
国
遺
文

武
田
氏
編

第
六
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
四
〇
八
三
。

(11
)
天
正
六
年
に
比
定
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
安
宅
神
五
郎
の
織
田
方
与
同
や
高
砂
梶
原
氏
へ
の
別
所
長
治
の
攻
撃
な
ど
天
正
六
年
の
情
勢
と
齟
齬
す
る
点

が
多
い
。
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(12
)
前
掲
註
（
１
）
小
川
論
文
。

(13
)
六
月
十
七
日
に
井
上
春
忠
・
乃
美
宗
勝
ら
小
早
川
警
固
衆
が
備
後
鞆
を
東
上
し
て
い
る
（「
伊
勢
参
宮
海
陸
之
記
」、
山
内
譲
『
中
世

瀬
戸
内
海
の
旅

人
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
六
・
一
三
七
頁
）。

(14
)
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
等
刊
行
会
編
『
信
長
記
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
五
）。

(15
)
『
新
鳥
取
県
史

資
料
編

古
代
中
世
１
古
文
書
編
上
』（
二
〇
一
五
年
、『
鳥
取
』
と
略
）。

(16
)
奧
野
高
広
「
船
越
景
直
の
生
涯
―
乱
世
の
処
世
術
―
」（
日
本
歴
史
学
会
編
『
歴
史
と
人
物
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）。

(17
)
森
脇
崇
文
「
足
利
義
昭
帰
洛
戦
争
の
展
開
と
四
国
情
勢
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
徳
島
発
展
の
歴
史
的
基
盤
―
「
地
力
」
と
地
域
社
会
―
』
雄
山

閣
、
二
〇
一
八
年
）。

(18
)
『
阿
波
国
徴
古
雑
抄
』（
日
本
歴
史
地
理
学
会
、
一
九
一
三
年
）、
六
四
〇
～
六
八
七
頁
収
録
。

(19
)
安
宅
市
之
助
が
一
宮
方
の
伊
予
衆
妻
鳥
采
女
と
戦
闘
し
て
討
死
し
て
い
る
。

(20
)
川
島
佳
弘
「
元
吉
合
戦
再
考
―
城
の
所
在
と
合
戦
の
意
図
―
」（
四
国
地
域
史
研
究
連
絡
協
議
会
編
『
四
国
の
中
世
城
館
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
）、

同
「
天
正
五
年
元
吉
合
戦
と
香
川
氏
の
動
向
」（
橋
詰
茂
編
『
戦
国
・
近
世
初
期

西
と
東
の
地
域
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
九
年
）。

(21
)
『
戦
瀬
』
な
ど
で
は
天
正
元
年
に
比
定
さ
れ
る
が
、
小
林
家
孝
の
動
向
や
警
固
衆
の
動
員
の
様
子
か
ら
天
正
六
年
と
判
断
し
た
。

(22
)
冷
泉
元
満
は
加
古
川
（
加
古
川
市
）
在
陣
の
織
田
信
忠
勢
と
対
陣
し
て
お
り
、
雑
賀
衆
と
共
に
高
砂
に
在
番
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(23
)
浅
利
尚
民
・
内
池
英
樹
編
『
石
谷
家
文
書

将
軍
側
近
の
み
た
戦
国
乱
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）。

(24
)
藤
田
達
生
「
織
田
政
権
と
謀
叛
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
〇
六
、
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、「
御
番
衆
」
の
記
述
か
ら
、
末
国
元
光
・
清
水
宗
治
を
幕
府
奉
公

衆
と
す
る
が
、
書
状
の
趣
旨
は
末
国
元
光
の
功
績
に
つ
い
て
「
御
番
衆
」
の
清
水
宗
治
も
詳
し
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
御
番
衆
」
は

岩
屋
番
衆
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(25
)
天
正
五
年
十
二
月
に
は
、
備
中
の
石
蟹
氏
・
伊
達
氏
の
岩
屋
在
番
が
確
認
で
き
る
（「
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
」『
鳥
取
』
一
一
二
一
）。

(26
)
国
会
図
書
館
蔵
「
古
簡
雑
纂
七
、
八
」。
藤
田
達
生
『
証
言
本
能
寺
の
変
―
史
料
で
読
む
戦
国
史
―
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
四
五
頁
。

(27
)
天
正
四
年
十
一
月
十
日
松
本
村
伊
勢
宮
棟
札
に
「
大
檀
那
野
口
孫
五
郎
長
宗
」
と
あ
る
（
小
西
友
直
・
錦
江
編
著
『
味
地
草
）』
第
四
冊
、
名
著
出
版
、

一
九
七
二
年
、
七
四
頁
）。

(28
)
小
川
信
「
淡
路
府
中
・
守
護
所
と
港
津
」（
同
『
中
世
都
市
「
府
中
」
の
展
開
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。
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(29
)
前
掲
註
（
27
）『
味
地
草
』
第
三
冊
（
一
二
九
頁
）
に
は
津
名
郡
下
堺
村
（
洲
本
市
）
の
里
正
所
蔵
の
古
記
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
洲
本
安
宅
氏
と
野
口

氏
が
度
々
合
戦
し
た
こ
と
、
家
老
の
野
口
孫
作
が
洲
本
安
宅
氏
へ
離
反
し
た
た
め
志
知
城
が
落
城
し
、
野
口
氏
は
秀
吉
を
頼
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
上
雅
弘
「
淡
路
の
港
津
と
政
治
拠
点
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
は
、
戦
国
期
に
洲
本
の
政
治
拠

点
化
が
進
み
、
三
原
平
野
の
中
心
的
機
能
が
相
対
的
に
低
下
し
た
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
三
月
に
毛
利
氏
が
相
談
し
て
い
た
「
洲
本
兵
粮
之
儀
」
と
の
関

係
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

(30
)
十
月
十
四
日
付
で
小
林
家
孝
も
同
内
容
の
書
状
を
発
給
し
て
い
る
（「
末
国
家
文
書
」『
山
口
』
一
〇
六
四
頁
）。

(31
)
大
坂
退
去
前
の
内
容
か
ら
天
正
七
年
に
比
定
し
た
。

(32
)
冷
泉
元
満
は
十
一
月
に
「
岡
山
押
」
と
し
て
備
前
庭
妹
（
岡
山
市
）
周
辺
へ
の
警
固
を
求
め
ら
れ
て
い
る
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
六
二
〇
）。

(33
)
四
畝
城
攻
め
の
内
容
か
ら
（
前
掲
註
（
５
）
山
本
論
文
）、
天
正
七
年
に
比
定
で
き
る
。

(34
)
冷
泉
の
岩
屋
派
遣
を
め
ぐ
る
関
係
史
料
か
ら
天
正
八
年
と
判
断
し
た
。

(35
)
児
玉
就
英
の
岩
屋
下
国
や
「
大
坂
不
慮
」
の
文
言
か
ら
天
正
八
年
と
判
断
で
き
る
。
な
お
、
本
書
状
は
穂
田
元
清
・
乃
美
宗
勝
宛
で
あ
る
が
、
来
島
村

上
氏
重
臣
の
村
上
吉
継
の
家
伝
文
書
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
入
手
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
岩
屋
を
め
ぐ
る
毛
利
方
不
利
の
情
報
が
吉
継
の
秀
吉
方
接

触
（「
藩
中
古
文
書
」
村
上
小
四
郎
蔵
『
戦
瀬
』
六
四
一
・
六
四
二
）
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

(36
)
冷
泉
元
満
・
香
川
光
景
宛
の
書
状
は
一
連
の
も
の
と
判
断
し
天
正
八
年
に
比
定
し
た
。

(37
)
『
岡
山
県
の
中
世
文
書
―
黄
薇
古
簡
集
―
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
二
六
八
頁
。
備
前
児
島
の
手
薄
を
心
配
し
て
い
る
内
容
か
ら
天
正
八
年
と

判
断
し
た
。

(38
)
冷
泉
・
香
川
宛
と
「
大
坂
不
慮
」
か
ら
天
正
八
年
に
比
定
で
き
る
。

(39
)
こ
れ
以
前
に
岩
屋
に
は
毛
利
方
の
安
宅
船
が
繋
留
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（「
冷
泉
家
文
書
」『
戦
瀬
』
五
八
四
）。

(40
)
前
掲
註
（
１
）
小
川
論
文
。

(41
)
前
掲
註
（
５
）
山
本
論
文
。

(42
)
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集

一
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、『
秀
吉
』
と
略
）。

(43
)
前
掲
註
（
２
）
尾
下
論
文
。

(44
)
前
掲
註
（
１
）
橋
詰
論
文
。
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(45
)
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
兵
庫
北
関
を
通
関
し
た
「
木
舟
」
は
讃
岐
引
田
に
次
い
で
岩
屋
船
籍
が
多
く
、
明
石
海
峡
沿
岸
の
海
運
が
盛
ん
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。（
前
掲
註
（
28
）
小
川
論
文
）。

(46
)
十
月
下
旬
に
毛
利
氏
は
宇
喜
多
方
の
備
中
忍
山
城
を
攻
略
し
て
お
り
、
山
陽
方
面
で
は
優
勢
で
あ
っ
た
（
前
掲
註
（
５
）
山
本
論
文
）。

(47
)
谷
口
央
「
八
月
五
日
付
生
駒
親
正
宛
（
羽
柴
）
筑
前
守
秀
吉
書
状
に
つ
い
て
」（『
松
代
』
三
一
、
二
〇
一
八
年
）
で
は
、
淡
路
制
圧
時
に
岩
屋
方
面
に

配
置
さ
れ
て
い
た
生
駒
親
正
が
、
八
月
段
階
で
鳥
取
城
攻
め
に
同
陣
せ
ず
瀬
戸
内
方
面
に
い
た
こ
と
か
ら
、
秀
吉
が
八
月
段
階
で
淡
路
攻
撃
を
念
頭
に
置

き
、
生
駒
を
淡
路
方
面
に
配
置
し
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
根
拠
と
な
る
八
月
五
日
秀
吉
書
状
に
淡
路
を
示
す
文
言
は
な
く
、
生
駒
は
蜂
須
賀
正
勝
と

同
様
に
播
磨
で
留
守
を
任
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
八
月
段
階
で
秀
吉
が
淡
路
攻
略
の
準
備
を
し
て
い
た
と
す
る
に
は
十
分
で
な
い
。
な
お
、

本
論
考
は
藤
田
達
生
氏
に
御
教
示
を
頂
い
た
。

(48
)
洲
本
か
ら
志
知
に
至
る
三
原
平
野
の
掃
守
・
保
内
六
村
小
屋
（
上
田
保
、
南
あ
わ
じ
市
）
へ
秀
吉
の
禁
制
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
淡
路
草
』『
秀
吉
』

三
六
〇
・
三
六
一
）。

(49
)
天
正
十
年
九
月
段
階
で
「
か
ん
の
加
賀
殿
之
義
も
御
本
知
如
前
々
に
て
候
」
と
あ
る
（「
萩
原
文
書
」『
戦
三
』
一
九
三
九
）。

(50
)
拙
稿
「
天
正
前
期
の
阿
波
・
讃
岐
と
織
田
・
長
宗
我
部
関
係
―
四
国
国
分
論
の
前
提
と
し
て
―
」（
前
掲
註
（
20
）
橋
詰
編
著
）
で
は
、
淡
路
制
圧
を
受

け
て
阿
波
三
好
氏
が
織
田
氏
に
服
属
し
、
織
田
氏
・
長
宗
我
部
氏
の
境
目
相
論
が
顕
在
化
し
た
と
し
た
。

(51
)
森
俊
弘
「
年
欠
三
月
四
日
付
け
羽
柴
秀
吉
書
状
を
め
ぐ
っ
て
―
書
状
と
そ
の
関
係
史
料
を
再
読
し
て
―
」（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
〇
〇
、
二
〇
〇
三

年
）
の
比
定
に
従
う
。

(52
)
前
掲
註
（
５
）
山
本
論
文
。

(53
)
山
本
大
校
注
『
四
国
史
料
集
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年
）
収
録
。

(54
)
本
能
寺
の
変
直
後
、
菅
平
右
衛
門
が
一
時
的
に
洲
本
を
占
領
し
て
い
る
が
（「
萩
原
文
書
」『
戦
三
』
一
九
三
一
な
ど
）、
中
国
・
四
国
攻
め
に
淡
路
国
衆

が
動
員
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
軍
事
的
空
白
に
乗
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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